
















札幌市議会運営委員会 視察調査票 

（ 熊 本 市 ） 

１ 議員定数・議会構成等について  

別紙資料参照 

２ 本会議及び予・決算審査の委員会運営について 

別紙資料参照 

３ 災害発生時の議会の対応について 

別紙資料参照



１議員数及び会派別議員数

２常任委員会

３特別委員会・協議等の場

４議会運営委員会

５議案審議の流れ

６議会の日程

７本会議における発言時間等

８予算決算委員会

９請願・陳情の取扱い

10議会のデジタル化への取組

札幌市議会議会運営委員会視察資料 令和４年７月２０日

熊本市議会について：項目
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条例定数 ４８人（平成２４年３月２１日議決）

現員数 ４８人（令和4年7月20日現在）

１議員数及び会派別議員数

（１）議員数（条例定数、現員数）

会派名 議員数

熊本自由民主党市議団 １6

自由民主党熊本市議団 １２

公明党熊本市議団 ８

市民連合 ８

日本共産党熊本市議団 ２

無所属議員 2

合計 ４８
2

（２）会派別議員数



予算決算委員会（定数48人） 理事会 （定数10人）

総務委員会 （〃８人） 総務分科会 （〃8人）

教育市民委員会（〃8人） 教育市民分科会（〃8人）

厚生委員会 （〃8人） 厚生分科会 （〃8人）

環境水道委員会（〃8人） 環境水道委員会（〃8人）

経済委員会 （〃８人） 経済委員会 （〃8人）

都市整備委員会（〃8人） 都市整備委員会（〃8人）

２常任委員会

（１）定数及び構成
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〈特別委員会〉 令和元年５月１５日設置

庁舎整備に関する特別委員会 （定数１２人）

大都市税財政制度・都市問題等特別委員会（〃１２人）

〈協議等の場〉 令和元年５月１５日設置

議員全員会議 （定数48人）

予算決算委員会理事会（〃１０人）

議会広報委員会 （〃10人）

議会活性化検討会 （〃１０人）

３特別委員会・協議等の場

（１）定数等
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定数１３人。各交渉団体（３人以上の会派）から選出。

所属議員の異動等により、交渉団体としての要件を欠くに至った会派又は

減員となる会派の委員は、速やかに辞任するものとする。

４議会運営委員会

（１）定数及び構成

5

開会日の約１か月前開催・・・・・・・・・・・・・・・定例会日程及び質問者の決定等

告示日開催（開会日１週間前）・・・・・・・・・・・提出議案の説明聴取等

ただし、第１回定例会にあっては、開会日の２、３日前に開催

会期中開催（質問最終日前日の午前終了後）・・・・請願・陳情、人事案件、

追加議案の取扱い等

（２）定例の議会運営委員会



５議案審議の流れ

（１）議会定例会の流れ
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定
例
会
日
程
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め
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１
ヶ
月
前
開
催
〉

議
会
運
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委
員
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告
示
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伴
う
議
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の
説
明
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〈約
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週
間
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開
催
〉

本
会
議
（
開
会
日
）

・
議
案
の
委
員
会
付
託

・
提
案
理
由
説
明

代表質問（会派代表者） 一般質問（議員個人）
・総括的かつ会派の政策等に ・市政全般に関する質問
関する質問（原則第１回定例会） （各定例会）

本
会
議
（
閉
会
日
）
・質
疑
・討
論
・表
決

・各
委
員
長
報
告
（７
委
員
会
）

（
予
算
、
予
算
関
連
議
案
）

（
条
例
、
請
願
な
ど
）

（
分
担
決
定
）

予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

予算決算委員会
（４８名）

・概況説明
・総括質疑（当初
予算・決算のみ）
・分担確認

予算決算委員会
分科会
（詳細審査のみ）
総務分科会（８名）
教育市民分科会（８名）
厚生分科会（８名）
環境水道分科会（８名）
経済分科会（８名）
都市整備分科会（８名）

予算決算委員会
（４８名）

・各分科会長報告
（６分科会）
・締めくくり質疑
（付託議案全部）

表決

常任委員会
（議案審査、所管事
務調査）
総務委員会（８名）
教育市民委員会（８名）
厚生委員会（８名）
環境水道委員会（８名）
経済委員会（８名）
都市整備委員会（８名）

表決

（請
願
・
陳
情
・
人
事
案
件
・
追
加
議
案
の
取
扱
い
等
）

議
会
運
営
委
員
会



６議会の日程

（1）会期
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各定例会の会期日程案については、招集告示日の約1ケ月前に議会運
営委員会を開催して日程決め等を行い、招集告示日に開催される議会
運営委員会（直前議運）において最終確認を行い、協議・決定している。

定例会 直近開催日 会期

第1回定例会（2月） R4.02.16～03.24 37日間

第2回定例会（6月） R4.06.10～06.29 20日間

第3回定例会（9月） R3.09.01～09.27 27日間

第4回定例会（12月） R3.11.29～12.17 19日間



７本会議における発言時間等

（１）代表質問（4人以上の議員が所属する会派の代表者による質問）
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質問内容総括的なものとし、会派の主義主張、政策等に関するもの

実施時期第１回定例会（ただし、市長の選挙又は議員の一般選挙後初めて招集される定例会
にあっては、議会運営委員会において協議する）

通告期限開会日の正午（第１回定例会で先議がある場合は、先議分の委員長報告の日の正午）

通告内容できるだけ具体的に項目を記載

発言登壇して行う

時間制限60分以内（答弁含む）

登壇回数制限なし

人数制限１会派につき１人

発言順位大会派順



７本会議における発言時間等

（２）一般質問（議員個人による質問）

9

質問内容市政全般に関すること（委員会に付託された議案に関する質問はできない）

実施時期毎定例会

通告期限開会日の正午（第１回定例会で先議がある場合は、先議分の委員長報告の日の正午）

通告内容できるだけ具体的に項目を記載

発言登壇して行う

時間制限60分以内（答弁含む） 令和3年第2回定例会より

登壇回数制限なし

人数制限
全議員が１年に2回質問することができ、1定例会につき24人を上限
（48名×2回÷4定例会）

発言順位質問実施要綱に規定する大会派等からの輪番制



第１回定例会

・代表質問 ２４０分（６０分×４会派）

代表質問は４人以上の議員が所属する会派

・一般質問最大１，４４０分（６０分×４人×６日）

第２回・第３回・第４回定例会

・一般質問最大１，４４０分（６０分×４人×６日）

一般質問を実施する日数は、１定例会につき6日を上限とし、１日当たり

の質問者数は、原則３人までとする。ただし、１定例会の質問者数が１８人

を超えるときは１日当たり４人までとする。

７本会議における発言時間等

（３）質問時間
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７本会議における発言時間等

（４）質疑

11

１議案の採決前に実施。ただし、原則として所属委員会に付託された議案に関する

質疑及び予算決算委員会付託議案に関する質疑は遠慮願う。

２複数の議員から同一委員会の審査議案について通告があった場合は大会派順。

概要 議案に対する質疑

実施時期毎定例会（１）

通告期限採決が行われる本会議開催日の前日（休日除く）の午前10時

通告内容発言の要旨を記載

発言登壇して行う

時間制限1人10分以内（答弁含まず）

登壇回数3回以内

人数制限なし

発言順位委員会条例第1条第2項の表に規定する委員会順（２）



７本会議における発言時間等

（５）討論

12

通告期限採決が行われる本会議開催日の前日（休日を除く）の午前10時

発言順

賛成又は反対の両方の討論通告がある場合は、反対賛成反
対賛成の交互に指名（発言）する。この場合において、それぞれ
の立場の討論が複数ある場合は、原則として、大会派順とし、同数
会派及び無所属議員の取扱いは、議会運営に関する申し合わせ第
１項第５号に定めるところによる。

発言時間 1回につき15分以内



予算審査歳入：総務委員会に付託

歳出：常任委員会に分割付託

「議案一体の原則」に照らして考えれば問題あり

決算審査 特別委員会を設置して閉会中に審議

８予算決算委員会

（１）経緯
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従 前

抜本的な議会改革の一環として、新たに予算と決算を総合的に

審査する全議員参加の常任委員会として「予算決算委員会」を

設置。

平成22年3月2日～



８予算決算委員会

（２）構成
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予算決算委員会

（ 定数48人）

理事会

（ 定数10人）

総務

分科会

（ 定数8人）

教育市民

分科会

（ 定数8人）

厚生

分科会

（ 定数8人）

環境水道

分科会

（ 定数8人）

経済

分科会

（ 定数8人）

都市整備

分科会

（ 定数8人）

総務

委員会

（ 定数8人）

教育市民

委員会

（ 定数8人）

厚生

委員会

（ 定数8人）

環境水道

委員会

（ 定数8人）

経済

委員会

（ 定数8人）

都市整備

委員会

（ 定数8人）

部門別常任委員会

所属委員・ 正副委員長・ 所管部局等は同一

〈全体審査〉
質疑・採決など

予算決算委員会

〈詳細審査〉



予算決算委員会は、全員参加型の委員会であることから、

委員会の円滑な運営を図るため理事会を設置している。

定数及び構成

10名：会長、副会長を含む理事８名と予算決算委員会正副委員長

協議事項

・審査の日程調整・総括及び締めくくり質疑の実施について

・質疑者（質疑通告）の確認・付託議案の分担等の取扱い等

定例の理事会

・代表（一般）質問が行われる日のうち最も早い日

・総括（締めくくり）質疑の実施日の２日前（原則持ち回り協議）

８予算決算委員会

（３）予算決算委員会理事会

15



予算決算委員会には予算及び予算関連議案並びに決算議案を付託する。

予算については、一般、特別、企業のすべての会計で、当初予算及び補正

予算を付託する。また、予算の専決処分の承認議案も含まれる。

予算関連議案とは、基本的に下記の議案とし、予算関連議案か否か疑義が

生じる場合は、その都度、議会運営委員会で協議、決定することとなる。

＜予算関連議案＞
予算の根幹部分に係る制度の改廃に係る議案

（例）特別会計・基金の設置、改正、廃止を内容とする条例など

歳入予算を伴う議案

（例）市税関係条例、分担金、負担金、使用料、手数料条例など

歳出予算を伴う議案（予算の執行に係る議案を除く）

（例）職員等給与に関する条例など

８予算決算委員会

（４）付託議案

16



・分
担
議
案
の
確
認

・総
括
質
疑
（1
定
、
3
定
の
み
）

・概
況
説
明

予算決算委員会の総括質疑及び締めくくり質疑の前には必ず理事会（原則持ち回り）を開催する。

８予算決算委員会

（５）基本的な審査の流れ
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定例会開会前
（告示日）

定例会開会中

予算決算委員会

・議
案
の
詳
細
審
査

・表
決

・締
め
く
く
り
質
疑

・分
科
会
長
報
告

・表
決

・
質
疑
、
討
論

・
委
員
長
報
告

議会運営
委員会

本
会
議

予算決算
委員会
理事会

全
体
会

分
科
会

全
体
会

本
会
議

各常任委員
会への付託
議案を内定

予算及び予算
関連議案、決
算議案を予算
決算委員会へ
付託

予算決算委員
会への付託議
案について、
各分科会への
分担議案を決
定



８予算決算委員会

（６）定例会ごとの審査パターン
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第1回定例会

分科会概況説明
１

分科会概況説明
１

総括質疑

第２回・第４回定例会

分科会
概況説明
２

第３回定例会

分科会
概況説明
１
総括質疑
３

１招集告示日に議員全員会
議を開催し、予算決算委
員会への付託議案の概況
説明を聴取

決算審査

補正予算審査

当初予算審査

補正予算審査

３平成28年度は、震災に
よる補正予算議案が多
く提案されたことから、
第３回定例会補正予算
議案についても総括質
疑の対象とした。

表決分科会長報告
締めくくり質疑

表決分科会長報告
締めくくり質疑

表決分科会長報告
締めくくり質疑

表決分科会長報告
締めくくり質疑

２第２回、第４回定例会の
概況説明は文書による
確認第１回、第３回定例会



８予算決算委員会

（７）質疑
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種別 総括質疑 締めくくり質疑

内容
当初予算（1定）及び決算（3定）
に関する全体的な質疑

付託議案に関する最終的な
確認のための質疑

質疑時間
当該会派に属する議員の人数
に５分を乗じて得た時間
無所属議員については５分間

当該会派に属する議員の人数
に５分を乗じて得た時間
無所属議員については５分間

登壇者数制限なし 制限なし

登壇回数制限なし 制限なし

通告期限審査日の2日前午前10時 審査日の2日前午前10時



８予算決算委員会

（８）予算決算委員会における会派別質疑時間配分表
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会派名 議員数 質疑時間

熊本自由民主党市議団 １6 １6人×５分＝80分

自由民主党熊本市議団 １２ １２人×５分＝６０分

公明党熊本市議団 ８ ８人×５分＝４０分

市民連合 ８ ８人×５分＝４０分

日本共産党熊本市議団 ２ ２人×５分＝１０分

無所属委員 2 各５分



請願 2件

陳情37件（委員会に参考送付した陳情のみ）

９請願・陳情の取扱い

（１）年間取扱件数（令和3年審査件数）
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（2）請願・陳情の取扱い

請願 陳情

受付随時（１） 随時（１）

提出期限

定例会開会日の午後５時まで
に提出された請願は、当該定
例会で審査し、その後提出さ
れたものは、次の定例会にお
いて審査する。

陳情の取扱いを決定する議会運営
委員会開催日の前日の午後５時ま
でに提出された陳情は、当該定例
会中に開催される委員会に送付し、
その後提出されたものは、当該定
例会後に開催される委員会に送付
する。

１電子メールによる受付はしていない（持参または郵送のみ）。



９請願・陳情の取扱い

（2）請願・陳情の取扱い（つづき）
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２主旨説明は、原則として委員会開催前に聴取する。ただし、部門別常任委員会に先立ち
予算決算委員会の分科会が開催される場合は、分科会開催前に聴取する。
主旨説明は、会議録に記載しない。

請願 陳情

審査方法

議案として常任委員会へ付託
し、委員会において採決する。
その後、本会議において委員
長報告を行い、質疑・討論の
後、採決する。

予算決算委員会を除く委員会へ参
考送付し、本会議での報告・採決は
行っていない。

主旨説明
提出者からの申出があれば、
委員会開催前に聴取（２）

提出者からの申出があれば、委員
会開催前に聴取（２）

審議結果
請願者に対して議決結果を郵
送にて通知。



１０議会のデジタル化への取組

（１）クラウドサービスの活用
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（概要）

議員への迅速かつ効率的な情報

提供の手段として、自宅のPCや

スマートフォンなどのマルチデバ

イス対応によるクラウドサービス

（LINEWORKS）を導入。

導入時期：令和3年2月
ライセンス数：53（うち議員48、議会局5）



導入時期：令和２年１2月

開催実績：令和3年5月17日（経済委員会）

令和3年9月7日（議会運営委員会）

１０議会のデジタル化への取組

（２）オンライン委員会等環境整備

24

（概要）

新型コロナウイルス感染症のまん延防止

を図るため、委員会及び協議等の場にお

いて、議員が自宅等から出席できるオン

ライン委員会等の開催に向けた環境を

整備。

オンライン委員会の開催にあたっては、

クラウドサービス（LINE WORKS）を活

用して実施。



１０議会のデジタル化への取組

（３）委員会のインターネット放映

25

（概要）

議会傍聴の新たな手段として、

委員会における無料動画配信

サービス（YouTube）を活用

したインターネット放映（生中

継・録画）を開始。

録画放映：令和3年6月～
生中継：令和3年9月～



１０議会のデジタル化への取組

（４）手話通訳の放映

26

（概要）

聴覚障がい者の方への傍聴環

境を充実させるため、現在放

映している本会議及び予算決

算委員会の生中継及び録画の

映像に手話通訳の画面表示を

開始。

本会議 導入時期：令和３年６月
予算決算委員会導入時期：令和４年6月
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